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受
診
料
無
料
！
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
！

▲�特定健診を受診
しましょう

▲�令和７年度
　長寿健康診査の
　ご案内

問
合
先
／

　�

本
庁
保
険
年
金
課

　
特
定
健
診
＝
国
保
Ｇ（
内
線
２
８
４
２
）

　
長
寿
健
診
＝
高
齢
者
医
療
Ｇ（
内
線
２
８
３
３
）

　
本
市
で
は
、
生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脳
卒
中

な
ど
）の
発
症
や
重
症
化
予
防
、
心
身
の
機
能
低
下
の
防
止
を

目
的
に
、｢

特
定
健
診｣
と｢
長
寿
健
診｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に
、
年
に
１
回
の
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
個
人
ご
と
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
特
定
健
診

　

�　
薩
摩
川
内
市
国
民
健
康
保
険（
以
下｢

国
保｣

）に
加
入
し
て

い
る
方
で
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

　
長
寿
健
診

�

　�

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
本
市
に

住
所
が
あ
る
方

●
受
診
を
す
る
必
要
が
な
い（
健
診
対
象
外
の
）方

　
・
妊
娠
中
の
方

　
・
６
カ
月
以
上
連
続
で
入
院
し
て
い
る
方

　
・
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
中
の
方

●
次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

　
・
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
方

　
・
国
保
の
資
格
喪
失
後
の
方

　
・�

す
で
に
令
和
７
年
度
内
に
特
定
健
診
、
長
寿
健
診
な
ど
を

受
診
し
た
方

　
・�

令
和
７
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
を
申
請
し
、
受
診

さ
れ
た
方

※�

同
年
度
に
お
け
る
重
複
受
診
が
分
か
っ
た
場
合
、
健
診
に
係

る
費
用（
最
高
１
万
１
１
８
０
円
）ま
た
は
補
助
額
分
を
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
診
券
と
同
封
の｢

特
定
健
診
実
施
医
療
機
関
一
覧｣

ま
た
は

｢

長
寿
健
診
実
施
医
療
機
関
一
覧｣

で
受
診
で
き
る
医
療
機
関
を

確
認
の
上
、
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
に
必
要
な
も
の
　

　
・
受
診
券（
特
定
健
診
は
ク
リ
ー
ム
色
、
長
寿
健
診
は
水
色
）

　
・
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
被
保
険
者
証（
資
格
確
認
書
）

●
受
診
時
の
注
意

　
血
液
検
査
や
尿
検
査
が
あ
る
の
で
、
水
以
外
の
食
事
は
取
ら

ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
日
常
服
用
し
て
い
る
薬

（
血
圧
な
ど
）は
、
服
用
可
能
で
す
。
特
殊
な
薬
を
服
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
主
治
医
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
健
診
内
容

　
①
問
診

　②
身
体
計
測（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
）

　
※
腹
囲
測
定
は
特
定
健
診
の
み

　
③
血
圧
測
定

　④
医
師
診
察

　⑤
血
液
検
査（
脂
質
・
肝
機
能
・
血
糖
・
貧
血
な
ど
）

　⑥
尿
検
査（
腎
機
能
な
ど
）

　⑦
心
電
図
検
査

　
※
医
師
の
判
断
に
よ
り
眼
底
検
査

　
健
診
結
果
は
、
受
診
し
て
か
ら
約
３
カ
月
後
に
市
か
ら
通
知

し
ま
す
。

　
結
果
に
よ
っ
て
は
、
保
健
師
や
栄
養
士
な
ど
に
よ
り
、
家
庭

訪
問
や
電
話
な
ど
で
生
活
習
慣
改
善
の
提
案
を
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
を
含
む
疾
病
治
療
の
た
め
、
定
期
的
に
血

液
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
治
療
時
な
ど
に
測
定

さ
れ
た
検
査
結
果
を
医
療
機
関
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
と
同
様
の
取
り
扱
い
と

な
り
ま
す
。

　
必
要
な
項
目
が
不
足
し
て
い
た
場
合
は
、
追
加
検
査（
自

己
負
担
な
し
）を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
県

外
の
医
療
機
関
な
ど
情
報
提
供
事
業
が
で
き
な
い
医
療
機

関
も
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
勤
務
な
ど
で
、
事
業
所
で
健
診
を
受
け

て
い
る
方
は
、
本
人
が
そ
の
健
診
結
果
を
市
に
提
出
す
る

こ
と
で
、
同
じ
く
特
定
健
診
の
受
診
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
健
診
結
果
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
事
業（
特
定
健
診
の
み
）

❶ 

受
診
券
が
届
く（
４
月
上
旬
）

❸ 

特
定
健
診
・
長
寿
健
診
を
受
け
る

　（
11
月
30
日
ま
で
）

❷ 

医
療
機
関
へ
受
診
予
約
を
す
る

❹ 

健
診
結
果

　
薩
摩
川
内
市
国
民
健
康
保
険（
以
下｢

国

保｣

）お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加

入
者
に
対
し
て
、
健
康
維
持
・
増
進
・
介

護
予
防
の
取
り
組
み
の
た
め
、
人
間
ド
ッ

ク
の
検
査
料
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
検
査
結
果
に
応
じ
て
、
希
望
さ
れ

る
方
に
本
市
の
保
健
師
な
ど
に
よ
る
保
健
指

導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
時
に
国
保
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
で
、
前
年
度
ま

で
の
国
保
税
ま
た
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

※�

脳
ド
ッ
ク
の
み
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

●
利
用
券
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
な
ど

　�（
代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
の
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書
も
必
要
で
す
。）

②�

利
用
す
る
医
療
機
関
、
ド
ッ
ク
の
種
類
な

ど
が
確
認
で
き
る
も
の（
予
約
票
な
ど
）

③
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
の
受
診
券

　�（
人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
を
避
け
る

た
め
）

●
利
用
回
数
に
つ
い
て

　
年
度
内
に
い
ず
れ
か
の
ド
ッ
ク
１
回
の
み

利
用
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

　
本
市
と
契
約
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
が

実
施
す
る
ド
ッ
ク（
詳
し
く
は
、
下
表
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。）

※�

本
補
助
は
、
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
、

そ
の
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

問
合
先
／
本
庁
保
険
年
金
課

▼
国
民
健
康
保
険
対
象
者
＝
国
保
Ｇ（
内
線
２
８
４
１
〜
２
８
４
３
）

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
対
象
者
＝
高
齢
者
医
療
Ｇ（
内
線
２
８
３
１
〜
２
８
３
３
）

種類・地域 医　療　機　関 連絡先 検査料（税込） 補助額 自己負担額

１日
ドック

本市

おやまクリニック （22）1101 41,000円

25,000円

16,000円
上村病院 （23）3185 36,000円 11,000円
済生会川内病院� （22）8921（健診専用） 41,140円 16,140円
川内市医師会立市民病院 （22）1111 38,500円 13,500円
大海クリニック （27）6700 30,000円 5,000円
大海宮崎クリニック （20）1300 30,000円 5,000円
伊達病院 （23）7171 30,000円 5,000円
森園病院 （23）3125 32,000円 7,000円
森田内科医院 （22）0559 30,000円 5,000円
若松記念病院 （23）3291 33,000円 8,000円

本市
甑島区域

上甑診療所 09969（2）0010 32,000円 7,000円
里診療所 09969（3）2023 32,000円 7,000円
下甑手打診療所 09969（7）0031 32,000円 7,000円

いちき串木野市

金子病院 （33）0011 35,552円 10,552円
花牟禮病院 （33）5115（健診専用） 38,940円 13,940円
春田クリニック （33）2882 30,000円 5,000円
ふじいクリニック串木野 （32）2222 33,000円 8,000円
丸田病院 （32）2263 36,000円 11,000円

さつま町 薩摩郡医師会病院 （53）0326 38,500円 13,500円

鹿児島市

鹿児島県民総合保健センター 099（220）2622 40,480円 15,480円
鹿児島厚生連病院健康管理センター 099（256）1133 48,500円 23,500円

総合病院　鹿児島生協病院 099（267）1455 組合員 27,060円 2,060円
非組合員 36,960円 11,960円

南風病院 0120（332）411
　（人間ドック専用）

胃部Ｘ検査 40,700円 15,700円
胃部内視鏡検査 44,000円 19,000円

１泊２日
ドック

本市

おやまクリニック （22）1101 60,000円

40,000円

20,000円
上村病院 （23）3185 64,000円 24,000円

済生会川内病院 （22）8921（健診専用） 糖コース 68,860円 28,860円
大腸コース 80,520円 40,520円

鹿児島市
鹿児島県民総合保健センター 099（220）2622 65,120円 25,120円

通院 55,220円 15,220円

鹿児島厚生連病院健康管理センター 099（256）1133 一般コース 92,860円 52,860円
女性コース 103,220円 63,220円

女性
ドック

本市 済生会川内病院 （22）8921（健診専用） 52,030円

30,000円

22,030円
いちき串木野市 花牟禮病院 （33）5115（健診専用） 48,400円 18,400円

鹿児島市 鹿児島県民総合保健センター 099（220）2622 52,180円 22,180円
鹿児島厚生連病院健康管理センター 099（256）1133 56,990円 26,990円

脳
ドック
（40歳
以上）

本市

新門リハビリテーションクリニック （20）8222 29,000円

28,000円

1,000円
川内市医師会立市民病院 （22）1111 38,500円 10,500円
川内脳神経外科 （23）3800 31,000円 3,000円
大海クリニック （27）6700 35,000円 7,000円
森園病院 （23）3125 35,000円 7,000円

いちき串木野市 いちき串木野市医師会立脳神経外科センター （32）9999 38,500円 10,500円

がんドック
（PET検査） 鹿児島市

厚地記念クリニック 099（226）8871 　120,000円
50,000円

70,000円

南風病院 0120（332）411
（人間ドック専用） 101,000円 51,000円

※医療機関と金額は変更になる場合があります。　※検査項目は医療機関によって異なります。詳しくは、各医療機関にお問い合わせください。

●
補
助
利
用
手
続
き
に
つ
い
て

【
ド
ッ
ク
受
診
前
】

①�

下
表
の
医
療
機
関
に
希
望
す
る
ド
ッ
ク
を

予
約
し
ま
す
。

※�｢

が
ん
ド
ッ
ク｣

利
用
に
つ
い
て
は
、
２
年

連
続
で
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
医
療
機
関
へ
の
予
約
前
に
保
険
年

金
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②�

ド
ッ
ク
前
日
ま
で
に
本
庁
保
険
年
金
課
ま

た
は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
で
、
利
用
券

の
申
請
を
行
い
ま
す
。

【
ド
ッ
ク
当
日
】

③�

医
療
機
関
へ
保
険
資
格
が
確
認
で
き
る
も

の（
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
）と
、
本
市
か
ら

交
付
さ
れ
た
利
用
券
を
提
出
し
ま
す
。

④�

受
診
し
た
医
療
機
関
の
窓
口
に
て
検
査
料

か
ら
補
助
額
を
差
し
引
い
た
自
己
負
担
額

を
支
払
い
ま
す
。

●
補
助
を
受
け
る
際
の
注
意
点

　
年
度
内
に
各
人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
診
・

長
寿
健
診
は
、
重
複
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※�

重
複
受
診
が
発
覚
し
た
場
合
、
人
間
ド
ッ

ク
の
補
助
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
料
を
補
助
し
ま
す
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本
市
で
は
、
商
工
団
体
や
金
融
機
関
な

ど
と
連
携
し
、
創
業
を
希
望
す
る
方
や
予

定
の
方
に
対
し
、
相
談
か
ら
実
際
に
創
業

を
実
現
す
る
ま
で
の
間
の
必
要
な
サ
ポ
ー

ト
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
体
制

（
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）を
整
え
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

取
り
組
み
で
あ
る｢

創
業
ス
ク
ー
ル｣

と｢

補

助
制
度｣

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※�

創
業
と
は
、
新
し
く
事
業
を
開
始
す
る

こ
と
で
す
。

■
創
業
ス
ク
ー
ル
と
は
？

　
本
市
で
は
、
川
内
商
工
会
議
所
の
主
催

に
よ
り
、
毎
年
６
～
７
月
に
創
業
ス
ク
ー

ル（
全
５
回
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
、
人
材
育
成
、
資
金
調
達
、
事
業

計
画
な
ど
の
講
話
や
、
創
業
の
際
に
必
要

な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
、
充
実

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、
創
業

に
向
け
て
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
創
業
に
必
要
な
基
本
知
識
の
習
得
だ
け

で
な
く
、｢

創
業｣
と
い
う
同
じ
志
を
持
つ

仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
受
講
生
の
う
ち
16
人
の
方
が

創
業
の
夢
を
叶
え
ま
し
た
。

【
支
援
者
の
声
】

　

創
業
者
か
ら
は
、
補
助
金
や
借
入
方
法

な
ど
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
の
相
談
に
も
私
た
ち
が
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　
創
業
に
は
、
設
備
資
金
や
運
転
資
金
と

い
っ
た
資
金
の
確
保
も
必
要
で
す
。
本
市

で
は
、
創
業
時
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を

支
援
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
創
業
さ
れ
る
方（
創
業
２
年
未
満

の
方
を
含
む
）の
創
業
を
後
押
し
す
る
た

め
、
創
業
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　
創
業
ス
ク
ー
ル
を
受
講
さ
れ
た
方
に
対

し
て
の
補
助
率
の
引
き
上
げ
や
、
東
部
区

域（
樋
脇
、
入
来
、
東
郷
、
祁
答
院
）な
ど

で
創
業
す
る
方
へ
の
重
点
支
援
も
含
め
た
、

充
実
し
た
支
援
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
甑
島
区
域
に
お
い
て
、
雇
用
の
増
加
を

伴
う
創
業
ま
た
は
事
業
拡
大
を
行
う
事
業

者
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
資
金
の
一
部
を

支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
本
制
度
は
年
２
回
の
募
集
を
行
っ
て
お

り
、
次
回
の
募
集
開
始
時
期
は
５
月
下
旬

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／�

▼
本
庁
産
業
戦
略
課
産
業
Ｇ

　
　
　
　
　（
内
線
５
７
６
３
）

　
　
　
　
▼
川
内
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

（
22
）２
２
６
７

「「
創
業
創
業
のの
夢
」
夢
」叶
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

叶
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
創
業
支
援
事
業
補
助
金

　
甑
島
地
域
創
業
支
援
事
業
補
助
金

▲令和６年度の創業スクールの様子

補助区分 補助率 上限額

創業

３
―
４

450 万円

事業拡大 1,200 万円

事業拡大
※設備費・改修費を

　　��経費に計上しないもの
900 万円

●甑島地域創業支援事業補助金の内容

補助区分 補助率
上限額

一般型 東部
区域等型

A 創業スクール受講
（法人） ２

―
３

75万円 125 万円

B 創業スクール受講
（個人など） 50万円 100 万円

C 創業スクール未受講
（法人） １

―
２

50万円 75万円

D 創業スクール未受講
（個人など） 30万円 55万円

●創業支援事業補助金の内容
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今
回
は
、
本
市
で
令
和
７
年
１
月
に
Ｍ

97
を
創
業
さ
れ
た
溝み

ぞ
ぐ
ち口
文あ
や

美み

さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

溝
口
　
文
美
さ
ん

― 

お
店
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
本
市
を
中
心
に
県
内
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

で
の
移
動
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
深
煎
り

の
豆
を
生
か
し
た
コ
ー
ヒ
ー
や
ラ
テ
、
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
を
提
供
し
、
お
客
さ
ま
の
息
抜

き
や
気
分
が
上
が
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。

― 

創
業
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
？

　
カ
フ
ェ
で
働
い
て
い
た
と
き
、
店
長
と

し
て
、
従
業
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
在
庫
、

売
上
の
管
理
な
ど
を
経
験
し
ま
し
た
。
自

分
が
動
く
こ
と
で
周
り
に
変
化
が
起
こ
る

こ
と
へ
の
楽
し
さ
を
感
じ
、
い
つ
か
自
分

で
お
店
を
持
ち
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

 

Ｍ
97

◀ Instagram

　キッチンカーでの移動販
売のため、営業日、時間、
場所などが変動的です。
　詳しくは、Instagramを
ご確認ください。

―�

創
業
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と

は
何
で
す
か
？

　
自
分
の
好
き
な
も
の
を
商
品
化
し
た
り
、

他
店
と
の
共
同
事
業
を
し
た
り
す
る
な
ど

責
任
は
あ
り
な
が
ら
も
、
自
由
に
制
限
な

く
で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
同
業
者
の

知
り
合
い
が
増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
で
会
う
機
会
が
増
え
た
こ
と
が
働
き
が

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

― 

創
業
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
て
良
か
っ

た
と
感
じ
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
最
初
は
自
分
の
創
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
形

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

同
じ
く
創
業
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
て
い
る

方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
話
な
ど
を
聞

く
中
で
、
創
業
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
り
、
創
業
に
向
け
て
や
る
べ
き

こ
と
が
具
体
的
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も

一
緒
に
受
講
し
た
方
と
は
交
流
が
あ
り
、

受
講
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

― 

最
後
に
創
業
を
目
指
す
方
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
創
業
ス
ク
ー
ル
は
、
創
業
の
イ
メ
ー
ジ

が
形
に
な
っ
て
い
な
い
方
も
新
た
な
発
見

の
き
っ
か
け
と
な
り
、
と
て
も
学
び
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
歩
踏
み
出
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

キリ
トリ

キリ
トリ

有効
期限
：令
和7
年5
月1
0日
まで

クーポン

ホットドッグ

お買い上げでドリンクサービス

▲ホットドッグ　ポテトチップス＆Sサイズドリンク付き

（
エ
ム 

キ
ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
ナ
ナ
）

創
業
者
の
声

カフェで働いた
経験を生かして、
Ｍ 97を創業
しました。

Ｍ97
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　３月６日（木）、川内南中学校、東郷学園義務教育学
校、里小学校の教職員４人が表敬訪問し、川内南中学
校の全国教育美術展の内閣総理大臣賞、東郷学園義務
教育学校および里小学校教職員の文部科学大臣優秀
教職員表彰の受賞を報告しました。
　この表彰は、子どもの感受性や表現力を育てる取り
組み、子ども主体の授業づくり、業務改善の取り組み
などが高く評価されたものです。

　２月22日（土）、23日（日）、サンアリーナせんだいで、
第45回全九州中学生バスケットボール春季選手権大
会が開催されました。
　16チームが参加した女子の部では、れいめい中学
校女子バスケットボール部が６年ぶり２度目の優勝
を果たし、チーム一丸となって、優勝旗を取り戻すこ
とができました。

学びの環境づくりに高い評価

　２月28日（金）、市比野小学校と隈之城小学校の５
年生がオンライン交流を行いました。
　これはふるさとコミュニケーション科の学習で実
施し、市比野小学校は温泉について、隈之城小学校は
川内川の水についてそれぞれ調べたことを発表しま
した。発表後、｢町おこしの提案が良かった｣｢水のこ
とを詳しく調
べていてすご
かった｣などの
感想を伝え合
い、交流を深
めました。

　３月１日（土）、ＳＳプラザせんだいで、薩摩川内
SDGsチャレンジシンポジウムwith 次世代エネルギー
フェアを開催しました。
　約500人が参加し、企業・団体などの SDGsの取り
組みに関する発表やクイズラリー「さつませんだい
SDGsクエスト」などを行いました。
　子どもから大人まで、楽しみながらさまざまな視点
でSDGsチャレンジの機運を高める機会となりました。

オンラインでつながる学び SDGs チャレンジ&チェンジ

春の九州大会で優勝

　３月６日（木）、川内聖母幼稚園で、木育製品の贈呈
式を行いました。
　これは、薩摩川内市みどり推進協議会が｢木育｣を推
進するために行ったものです。みどりの募金を活用
し、北薩地域で育った木で製作した｢積み木｣などを川
内聖母幼稚園の他、市内11の幼稚園に贈呈しました。
子どもたちは、
届けられた積
み木に大喜び
でした。

子どもたちに木のぬくもりを届けました

▲川内南中学校　
　絵画展の１作品

「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。

182025.4.10 広報

【情報提供：れいめい中学校女子バスケットボール部】
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・
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…
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第
32
回
霧む

音お
ん

コ
ン
サ
ー
ト

５
月
３
日（
土
）14
時
～
16
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
会
、
声

楽
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
合
唱
、

地
元
の
音
楽
家
に
よ
る
演
奏

ど
な
た
で
も
可

▼
大
人
＝
５
０
０
円

　
▼
高
校
生
以
下
＝
３
０
０
円

※
当
日
券
あ
り

霧
音
　
谷た
に

口ぐ
ち

０
８
０（
３
９
４
４
）４
６
７
５

寺
山
こ
ど
も
の
日
フ
ェ
ス
タ

５
月
５
日（
月
）

少
年
自
然
の
家（
９
時
30
分
～
15
時
）

▼�

無
料
体
験
＝
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

上
映
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
、
幼
児
が
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー

　
▼�

創
作
体
験
＝
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、

プ
ラ
ホ
ビ
ー
な
ど

　
▼
出
店
＝
竹
巻
パ
ン
、
綿
あ
め

※
参
加
無
料

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

せ
ん
だ
い
宇
宙
館（
10
時
～
15
時
）

▼�

体
験
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
、
鯉
の
ぼ
り
釣
り
、
ス
ペ
ー

ス
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
▼
出
店
＝
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

３
５
０
円（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

ど
な
た
で
も
可

少
年
自
然
の
家
の
食
堂
も
利
用

で
き
ま
す（
カ
レ
ー
限
定
先
着
70
食
、

事
前
に
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
）。

※�

少
年
自
然
の
家
、
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
と
も
に

材
料
代
が
必
要
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

川
内
歴
史
資
料
館

　
　
　
　

「
春
の
お
り
が
み
広
場
」

４
月
26
日（
土
）～
５
月
６
日（
火
）

９
時
～
16
時

川
内
歴
史
資
料
館

か
ぶ
と
、
シ
ャ
ツ
、
イ
チ
ゴ
、
金

魚
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
ひ
ま
わ
り
の
６

種
類
の
折
り
紙

ど
な
た
で
も
可

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

※
参
加
無
料

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
工
作

　
　

宇
宙
館
コ
マ
作
り

４
月
27
日（
日
）13
時
～
16
時

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

せ
ん
だ
い
宇
宙
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
プ
リ
ン
ト
し
た
絵
な
ど
で
、
手
作

り
の
コ
マ
の
製
作

ど
な
た
で
も
可

材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了

※
参
加
無
料（
別
途
入
館
料
必
要
）

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

郷
土
史
研
究
会
講
演
会

　
　
　
　

「
薩
摩
川
内
石
造
物
ミ
ス
テ
リ
ー
」

５
月
17
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

30
分川

内
歴
史
資
料
館

古
寺
跡
写
真
家
　
川か
わ

田た

達た
つ

也や

氏

ど
な
た
で
も
可

先
着
60
人

※
当
日
受
付
順

１
人
３
０
０
円（
受
講
料
）

※
会
員
は
無
料

薩
摩
川
内
郷
土
史
研
究
会
　
前ま
え

田だ

０
９
０（
４
９
９
７
）３
９
９
９

名
作
シ
ネ
マ
上
映
会
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
特
別
上
映【
要
申
込
】

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

先
着
95
人

※
参
加
無
料

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

４
月
19
日（
土
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

手
話
講
習
会
受
講
生

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講
生

（
入
門
課
程
）

５
月
22
日
～
12
月
18
日
の
毎
週
木

曜
日（
全
30
回
）19
時
～
21
時

※
８
月
14
日
は
休
講

手
話
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
聴
覚
障
害
者
と
交
流
し
て
み
た

い
方（
初
心
者
向
け
、
中
学
生
以
上
）

先
着
30
人

※�

受
講
無
料（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
受
講
生

（
通
訳
Ⅰ
課
程
）

５
月
22
日
～
令
和
８
年
２
月
５
日

の
毎
週
木
曜
日（
全
35
回
）19
時
～
21
時

※�

８
月
14
日
、
12
月
25
日
、
１
月
１

日
は
休
講

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
基
礎
課

程
を
修
了
し
た
方
で
、
手
話
通
訳
者

を
目
指
し
、
今
後
３
年
間
継
続
し
て

受
講
で
き
る
方

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
手
話
で

の
面
談
な
ど
、
選
考
を
行
い
ま
す
。

10
人
程
度

※�

受
講
無
料

中
央
公
民
館

筆
記
用
具

４
月
30
日（
水
）ま
で

電
話本

庁
障
害
福
祉
課
支
援
Ｇ（

２
１
７
２
）

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲竹巻パン

募
集

時 タイトル 声の出演

5/6（火）�
10:00 ～11:28

ミニオンズ�フィーバー
（R４年/吹き替え）

笑福亭鶴瓶、市村正親、
尾野真千子、渡辺直美　他

※開場は上映開始30分前～
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景
観
審
議
会
委
員

本
市
の
景
観
形
成
に
関
す
る
重
要

事
項
に
つ
い
て
審
議
を
す
る
委
員

２
人

※�

任
期
は
６
月
１
日
～
令
和
９
年
５

月
31
日
の
２
年
間

※
応
募
多
数
の
場
合
、
選
考

本
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方
で
、
景
観
に
対
し
て
関

心
が
あ
る
方

５
月
９
日（
金
）必
着

任
意
の
様
式
に
、
本
市
の
景
観
に

関
す
る
意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル

本
庁
都
市
整
備
課
都
市
計
画
・
景

観
Ｇ（

３
４
１
１
）�

（
23
）８
３
８
９

toshikeikaku@
city.satsum

asendai.lg.jp

令
和
８
年
歌
会
始
の
お
題
と
詠
進
要
領

お
題
に「
明
」を
詠
ん
だ
自
作
の
歌

の
募
集

※
１
人
１
首
、
未
発
表
の
も
の

※�「
鮮
明
」、「
文
明
」の
よ
う
な
熟
語
、

「
明
る
い
」の
よ
う
に
訓
読
し
て
も

良
い
。

毛
筆
で
、
半
紙（
習
字
用
）を
横

長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
連
絡

先
、
氏
名（
本
名
・
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
、
性
別
お
よ
び
職
業
を
縦
書

き
で
自
書
の
上
、
送
付

※
詳
し
く
は
、

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

９
月
30
日（
火
）消
印
有
効

宮
内
庁
式
部
職
　
〒
１
０
０
‐

８
１
１
１

０
３（
３
２
１
３
）１
１
１
１

外
国
語
講
座

は
じ
め
て
の
韓
国
語

▼
昼
コ
ー
ス

５
月
13
日
～
７
月
15
日
の
毎
週
火

曜
日（
全
10
回
）10
時
～
11
時
30
分

▼
夜
コ
ー
ス

５
月
８
日
～
７
月
10
日
の
毎
週
木

曜
日（
全
10
回
）19
時
30
分
～
21
時

ハ
ン
グ
ル
文
字
の
読
み
方
、
書
き

方
、
基
本
的
な
語
彙
の
学
習

厳げ
ん

海か
い

玉ぎ
ょ
く

氏

ど
な
た
で
も
可（
中
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

各
コ
ー
ス
先
着
20
人

２
２
０
０
円（
教
材
費
）

英
語
を
学
ぼ
う
！
入
門
コ
ー
ス

５
月
13
日
～
７
月
15
日
の
毎
週
火

曜
日（
全
10
回
）18
時
30
分
～
20
時

初
心
者
向
け
の
英
語
学
習

内う
ち

田だ

ち
づ
る
氏

ど
な
た
で
も
可（
中
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

先
着
20
人

１
０
０
０
円（
教
材
費
）

英
語
で
話
そ
う
！
中
級
コ
ー
ス

５
月
８
日
～
７
月
10
日
の
毎
週
木

曜
日（
全
10
回
）19
時
30
分
～
21
時

英
語
で
の
表
現
や
会
話
の
学
習

デ
ビ
ッ
ト
　
マ
ル
チ
ネ
ズ
氏

英
語
で
意
志
表
現
で
き
る
方（
高

校
生
以
上
）

先
着
16
人

※
教
材
費
不
要

日
常
英
会
話
コ
ー
ス

５
月
９
日
～
７
月
11
日
の
毎
週
金

曜
日（
全
10
回
）19
時
～
20
時
30
分

場
面
別
の
英
会
話
フ
レ
ー
ズ
学
習

谷た
に

口ぐ
ち

美め

如ぐ

氏

ど
な
た
で
も
可（
中
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

先
着
20
人

５
０
０
円（
教
材
費
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

※�
参
加
に
は
国
際
交
流
協
会
会
員
に

な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
年
会
費

２
０
０
０
円
、
随
時
受
付
）

４
月
10
日（
木
）～
30
日（
水
）

申
込
フ
ォ
ー
ム

国
際
交
流
協
会

（
22
）７
７
４
０

ま
ご
こ
ろ
文
芸
講
座
受
講
生

文
学
館
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト（
６
０

０
円
、
講
座
初
回
時
の
購
入
可
）

※�

障
害
者
手
帳
な
ど
を
所
有
す
る
方

は
無
料

４
月
12
日（
土
）～
５
月
６
日（
火
）

直
接
ま
た
は
希
望
講
座
名
、
住
所
、

氏
名（
漢
字
・
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
無（
所
有
者
は

ナ
ン
バ
ー
、
有
効
期
限
）、
障
害
者
手

帳
な
ど
の
有
無
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル

※
複
数
講
座
の
申
し
込
み
可

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

m
agokoro@

po4.synapse.ne.jp

▲宮内庁

▲申込
　フォーム

講座名 内　容 時　間 定員
（先着） 場　所 講　師

楽しく学ぶ
鹿児島方言と
薩摩狂句

鹿児島方言の意味や使
い方のほか、薩摩狂句
を作り、歴史や規定を
学ぶ

５月～ 12月�
毎月第１土曜日�
10:00 ～ 11:30�

※５月のみ第２土曜日�
（全７回、８月休講）

20人 川内歴史�
資料館

柿
かきぞの

囿　浩
こう

二
じ

氏�
（川内がらっぱ狂句会会員）

やさしい朗読
～はじめの一歩～

はじめての方でも分かりや
すく、朗読に必要な基礎を
学び、文学作品の朗読�
※テキスト代1,320円が必要

５月～ 12月�
毎月第３木曜日�
13:30 ～ 15:00�
（全８回）

15人

川内まごころ
文学館

浜
はまもと

本　麗
れい

歌
か

氏�
（朗読家）

あいうえおから
始める書写講座

ひらがなやカタカナを
基礎から学び、楷書・
行書を鉛筆で臨書�
※�２Ｂまたは３Ｂの鉛筆、
消しゴムが必要

５月～３月�
毎月第３金曜日�
10:30 ～ 12:00�

（全９回、８月、12月休講）

30人 青
あおさき

﨑　テル子
こ

氏�
（日本習字講師）

源氏物語を読む
～物語を彩る人びと～

現代語訳や作品背景など
の解説、源氏物語「薄雲」
巻、「朝顔」巻の鑑賞

５月～ 10月�
毎月第４日曜日�
10:30 ～ 11:30�

※５月のみ10:30～ 12:00�
（全５回、７月休講）

30人
廣
ひろ

尾
お

　理
り

世
よ

子
こ

氏�
（鹿児島純心女子
高等学校教諭）

美しい日本の歌・
唱歌・童謡を歌う

季節ごとに選曲した美
しい日本の歌や唱歌・
童謡の作者、詩につい
て学び、歌う

６、９、12、３月の�
第２土曜日�

�10:00 ～ 11:30�
�（全４回）

30人 齊
さいとう

藤　玲
れい

子
こ

氏�
（声楽家）
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市
民
活
動
支
援
補
助
金

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

地
域
活
性
化
の
た
め
に
自
ら
企
画

し
て
公
益
的
活
動
を
行
う
、
市
民
活

動
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
事
業
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付

▼�

対
象
経
費
＝
対
象
と
な
る
事
業
の

実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

　
※�

団
体
の
経
常
的
な
管
理
運
営
経

費
は
除
き
ま
す
。

▼�

補
助
金
額
＝
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
に
、
補
助
回
数
に
応
じ
た
補

助
率
を
乗
じ
て
得
た
額（
１
団
体

当
た
り
上
限
20
万
円
で
、
１
０
０

０
円
未
満
切
り
捨
て
）

▼
１
回
目
＝
80
％

▼
２
回
目
＝
70
％

▼
３
回
目
＝
50
％

次
の
①
～
④
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
団
体

①�

こ
れ
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
、
ま

た
は
活
動
期
間
が
お
お
む
ね
３
年

未
満
の
団
体

②�

構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
そ
の
過

半
数
が
本
市
に
住
所
を
有
し
、
活

動
拠
点
・
活
動
場
所
が
市
内
の
団

体
③�

薩
摩
川
内
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
登
録
し
、
公
益
の
増
進
に
寄

与
す
る
活
動
を
行
う
任
意
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

※�

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

市
民
活
動
団
体
の
交
流
・
情
報
交

換
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

④�

規
約
な
ど
を
有
し
、
責
任
者
が
明

確
で
、
独
立
し
た
経
理
を
行
っ
て

い
る
団
体

高
齢
化
対
策
コ
ー
ス

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
特
に
高
齢

化
率
の
高
い
自
治
会
の
活
性
化
や
課

題
解
決
に
向
け
た
公
共
的
な
支
援
と

し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付

▼�

対
象
経
費
＝
対
象
と
な
る
事
業
の

実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

　
※�

団
体
の
経
常
的
な
管
理
運
営
経

費
は
除
き
ま
す
。

▼�

補
助
金
額
＝
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
に
、
４
分
の
３
を
乗
じ
て
得

た
額（
１
団
体
当
た
り
上
限
24
万

円
で
、
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨

て)次
の
①
～
③
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
団
体

①�

構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
そ
の
過

半
数
が
本
市
に
住
所
を
有
し
、
活

動
拠
点
・
活
動
場
所
が
市
内
の
団

体
②�

薩
摩
川
内
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
登
録
し
て
い
る
ま
た
は
当
該

年
度
の
補
助
金
交
付
決
定
時
ま
で

に
登
録
し
、
公
益
の
増
進
に
寄
与

す
る
活
動
を
行
う
任
意
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

③�

規
約
な
ど
を
有
し
、
責
任
者
が
明

確
で
、
独
立
し
た
経
理
を
行
っ
て

い
る
団
体

※�

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
自

治
会
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
団
体
、

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
な
ど
を
目

的
と
す
る
団
体
な
ど
は
対
象
外

５
月
16
日（
金
）消
印
有
効

市

上
ま
た
は
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
、
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
お
よ

び
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
関
係
書
類
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

〒
８
９
５
‐
０
０
１
２
　
平
佐

一
丁
目
18
番
地
　
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー（
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

（
25
）６
２
１
０

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講
生

５
月
25
日
～
令
和
８
年
３
月
22
日

の
第
４
日
曜
日（
全
11
回
）９
時
～
12
時

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
川
内（
永

利
町
）

点
訳
技
術
取
得
後
に
点
訳
奉
仕
作

業
が
可
能
な
方

先
着
10
人

※
受
講
無
料

筆
記
用
具
、パ
ソ
コ
ン（
タ
ブ
レ
ッ

ト
不
可
）

５
月
９
日（
金
）ま
で

電
話

本
庁
障
害
福
祉
課
支
援
Ｇ（

２
１
７
２
）

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
高
来
、
後
牟
田
、
今

村
、
西
方
西
、
東
上
川
内
、
横
馬

場
市
営
、
勝
目
一
般
、
湯
田
一
般

▼
樋
脇
地
域
＝
椿
第
１
、
八
幡

▼�

入
来
地
域
＝
愛
宕
、
舟
越
、
立
山

一
般

▼
東
郷
地
域
＝
前
原
、
川
口

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
久
保
、
成
木
田
、
会
田
特
公

賃
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田

▼�

下
甑
地
域
＝
手
打
港
、
西
山
、
青

瀬
新
町

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

４
月
23
日（
水
）必
着

市

ま
た
は
、

の
各
所
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、
直
接
、
送
付

４
月
25
日（
金
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
３
会
議
室
、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
、
市

に
掲
載
お
よ
び

の
各
所
に
備
え
付
け
の
募
集
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼�
川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
、
入
来
、
東
郷
、

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

日
商
簿
記
検
定
試
験

６
月
８
日（
日
）

▼
１
級
・
３
級
＝
９
時
～

▼
２
級
＝
13
時
30
分
～

川
内
商
工
会
議
所

▼
１
級
＝
８
８
０
０
円

　
▼
２
級
＝
５
５
０
０
円

　
▼
３
級
＝
３
３
０
０
円

４
月
21
日（
月
）～
５
月
12
日（
月
）

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
直
接

川
内
商
工
会
議
所

（
22
）２
２
６
７

▲市▲川内商工
　会議所

▲スタート
　アップコース

▲高齢化対策
　コース
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児
童
巡
回
相
談【
要
申
込
】

６
月
19
日（
木
）９
時
～
17
時

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
川
内（
永
利
町
）

療
育
手
帳
の（
再
）判
定
な
ど

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
方
　

５
月
９
日（
金
）ま
で

直
接
、
電
話

本
庁
障
害
福
祉
課
支
援
Ｇ（

２
１
７
２
）

水
銀
を
使
用
し
た
体
温
計
な

ど
の
回
収
を
し
て
い
ま
す

　
家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
体
温

計
、
血
圧
計
、
蛍
光
灯
、
ボ
タ
ン
電

池
な
ど
の
水
銀
使
用
製
品
を
回
収
す

る
た
め
、
市
の
施
設
な
ど
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
用
の
水
銀
使
用
製
品
や
電
子

式
、
ア
ル
コ
ー
ル
式（
液
が
赤
色
）の

体
温
計
な
ど
は
回
収
の
対
象
外
で
す
。

▼�

回
収
場
所
＝
本
庁
環
境
課
、
各
支

所
地
域
振
興
課
、
中
央
公
民
館
、

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
セ
ン
ト
ピ

ア
、
水
道
局
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
樋
脇
郷
土
館
、
甑
島
振

興
局
、
里
お
よ
び
鹿
島
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
下
甑
支
所

▼
受
入
時
間
＝
各
施
設
の
業
務
時
間
内

▼�

回
収
品
目
＝
蛍
光
管（
直
管
型
、

電
球
型
、
環
型
）、
水
銀
使
用
体

温
計
、
血
圧
計
、
ボ
タ
ン
電
池

本
庁
環
境
課
廃
棄
物
政
策
Ｇ（

４
３
４
１
）�

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
免
除
申
請

５
月
１
日（
木
）～
６
月
２
日（
月
）�

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳（
Ａ

１
、
Ａ
２
）、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳（
１
級
）、
戦
傷
病
者
手
帳
の

い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※�

障
害
区
分（
級
）、
車
の
名
義
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
免
除
の
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

す
で
に
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

免
除
の
条
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

す
で
に
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

同
じ
軽
自
動
車
を
使
用
し
、
障
害

等
級
な
ど
が
申
請
時
と
変
更
が
な

い
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼�

令
和
７
年
度
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）納
税
通
知
書

　
▼�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

　
▼�

運
転
免
許
証（
申
請
者
お
よ
び

運
転
者
）

　
▼�

車
検
証（
自
動
車
検
査
証
記
録

事
項
を
含
む
）

　
▼�

生
計
同
一
証
明
書（
身
体
障
害

な
ど
の
あ
る
方
と
生
計
同
一
の

方
が
、
身
体
障
害
な
ど
の
あ
る

方
の
通
院
・
通
学
な
ど
を
目
的

と
し
て
軽
自
動
車
を
使
用
す
る

場
合
に
必
要
）

※�

同
証
明
書
は
、
本
庁
障
害
福
祉
課

で
発
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
県

社
会
福
祉
課
で
発
行
し
ま
す
。

本
庁
２
階
税
務
課
、
各
支
所
、
甑

島
振
興
局
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

本
庁
税
務
課
税
制
Ｇ（

２
２

２
１
、
２
２
２
２
）ま
た
は
各
支
所
、

甑
島
振
興
局

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
無
料
開
館

４
月
26
日（
土
）～
５
月
６
日（
火
）

▼
川
内
歴
史
資
料
館

　
　
（
20
）２
３
４
４

　
▼
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　
　
（
25
）５
５
８
０

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
親
子
で
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
み
、

読
書
の
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
23
日（
水
）～
５
月
12
日（
月
）

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

お
知
ら
せ

相
談

５月から規制区域内での
盛土や切土は許可が必要です

建築をする際の手続きが
変わりました

　５月１日から盛土規制法に基づく許可制度の運用が
始まります。規制区域内で行う一定規模以上の盛土や
切土、一時的な土砂の仮置きについては、安全基準に
適合させるとともに、県の許可が必要となります。
　また、５月１日時点で行っている規制対象工事は、
５月22日までに届出が必要です。規制区
域および詳細については、県 をご確認
ください。
県土木部建築課盛土等規制対策班
099（286）3695

①�建築基準法などが改正され、４月１日から市内どこ
でも階数２以上または延べ面積200㎡を超える建物
を建築する場合、建築確認申請などの申請手続きが
必要となりました。よって、これまで手続きが不要
であった都市計画区域外における木造２階建てや、
木造平家で200㎡を超え500㎡以下の住宅などにつ
いても手続きが必要となります。また、都市計画区
域内については、従来どおりです。
②�原則、全ての新築（増改築においては増改築部分のみ）
建築物は省エネルギー基準への適合が義務化となり
ました。
③�これらに伴い、建築確認手数料などについても改正
されています。
※詳しくは、市 をご確認ください。
本庁建築住宅課建築指導Ｇ（ 3642）

▲県

▲市

22広報2025.4.10

介護予防元気度アップ事業対象拡充
　令和７年度介護予防元気度アップ事業について、新たに特定健診、長寿健診、一般健診、
歯周病検診およびお口歯ッピー健診を受診するとポイントを付与します。
各健診（検診）に該当する65歳以上の方
年度内に上記の健診（検診）を受診した結果通知を翌年度、転換する際にカードと一緒に

本庁高齢・介護福祉課または、各支所、甑島振興局、各市民サービスセンターに提示
※受診時、医療機関ではカードへの押印はしません。
※ポイントは、１つの健診（検診）ごとに３ポイント付与します。
本庁高齢・介護福祉課包括支援Ｇ（ 2677）

■住宅などに関する各種補助金制度
本庁建築住宅課建築指導Ｇ（ ３６４２、３６４３）

補助金 補助対象者 補助対象工事など 補助率・金額 受付期間・注意事項

①�既存住宅改
修環境整備
事業補助金

・�本市に住所を有する方
・�改修工事を行う住宅に
居住している所有者
・�市税を滞納していな
い方

・�住宅の機能の維持および向
上のために行う改修（増築
を含む）で、工事に要する
費用（消費税などを含む）
が、20万円以上の工事で、
市に登録されている市内の
業者に依頼する工事

・�省エネ等枠（省エネ性能、生活
環境および耐震性の向上、防
災対策、バリアフリー工事な
どの工事費が過半のもの）
　　補助率＝５分の１
　　上限額＝20万円
・通常枠
　　補助率＝５分の１
　　上限額＝15万円

▶省エネ等枠50件程度
　▶通常枠135件程度
※�ただし、受付期間中に
予算の範囲を超えた場
合は、抽選（通常枠のみ）
５/13（火）～26（月）

※土、日曜日を除く
直接、送付

②�危険ブロッ
ク塀等解体
撤去促進事
業補助金

・�市内に所在する危険
ブロック塀などの所
有者や、所有者から
委任を受けた方
・�市税を滞納していな
い方

・�工事に要する費用（消費税
などを含む）が10万円以上
で、解体工事の資格を持つ
市内の業者に依頼する工事
・�道路などに面し、かつ高さ
が１ｍ以上の危険なブロッ
ク塀などを解体撤去する工
事

補助率＝２分の１
上限額＝20万円

先着４件程度
４/21（月）～

③�木造住宅耐
震診断・改
修工事補助
金

・�耐震診断または耐震
改修工事を行う木造
住宅の居住者または
所有者
・�市税を滞納していな
い方

・�昭和56年５月31日以前に
着工された一戸建て住宅、
長屋および共同住宅で、２
階建て以下かつ延べ面積
500㎡以下の木造住宅の耐
震診断または耐震改修工事

耐震診断
　補助率＝３分の２
　上限額＝９万円
耐震改修工事
　補助率＝10分の８
　上限額＝100万円

耐震診断
４/21（月）～９/30（火）
先着４棟

耐震改修工事
５/13（火）～９/30（火）
先着２棟

※�次年度に予定している
方についても、９月末日
までにご相談ください。

④�がけ地近接
等危険住宅
移転事業補
助金

・�安全な所へ移転し、
危険住宅を除却され
る方
・�前記を行い、居住者
または親族が金融機
関からの借り入れを
行って、移転先の住
宅建設、購入または
改修をされる方（利息
補給を受ける場合）
・�市税を滞納していな
い方

次のいずれかに該当する危険
住宅に、本人または親族が継
続して居住していること
・�がけ上、がけ下に建ってい
る昭和46年８月31日以前
に建築された住宅
・�災害危険区域内（急傾斜地
崩壊危険区域）または土砂
災害特別警戒区域内に建つ
住宅
※�防災工事が完了している場
合は対象外

危険住宅の除却費（実費）
　上限額＝３万1000円/㎡
動産移転費（実費）
　上限額＝97万5000円
安全な住宅の建設、購入および
改修、土地取得および敷地造成
に伴う借入に係る利息相当額
　・建設、購入および改修費
　　上限額＝465万円
　・土地取得費
　　上限額＝206万円
　・敷地造成費
　　上限額＝60万8000円

随時
※�予算の調整が必要とな
りますので、移転を実
施する前の年度の９月
末日までにご相談くだ
さい。

本庁建築住宅課空き家政策Ｇ（ ３６３５、３６３６）
補助金 補助対象者 補助対象工事など 補助率・金額 受付期間・注意事項

危険廃屋等解
体撤去促進事
業補助金

・�市内に所在する危険
廃屋などの所有者や
所有者から委任を受
けた方など
・�市税を滞納していな
い方

・�工事に要する費用（消費税
などを含む）が30万円以上
で、解体工事の資格を持つ
市内の業者に依頼する工事

危険廃屋
　補助率＝３分の１
　上限額＝30万円
景観支障廃屋（甑島地区）
　補助率＝２分の１
　上限額＝45万円

先着50件程度
４/21（月）～

※補助金額に1000円未満の端数が生じた場合は、切り捨て
※いずれの補助金についても、交付決定前に工事などの事業に着手した場合は、補助金は交付されません。
※申請に必要な証明書などが省略され、様式が変更となっていますのでご注意ください。
※詳細は、市 をご確認または へお問い合わせください。
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2
月
届
出
分
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敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 4月25日（金） 
９時30分～16時30分
所／センノオト
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811
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大
井
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次
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川
越

　
　達
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小
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　俊
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阿
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芹
ケ
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井
之
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鏑
流
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久

東

　
　
　芳
江

田
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　正
治

中
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子

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（3月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R7/1/1 ～ R7/2/28）

区　分 件　数
交通事故 32 件（前年比−   5 件）
死　　者 0 件（前年比±   0 件）
負 傷 者 36 件（前年比−   3 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R7/1/1 ～ R7/2/28）

区　分 件　数
火　災 10 件（前年比 ＋    2 件）
救　急 884 件（前年比 ＋    87 件）
救　助 8 件（前年比 ＋    1 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

■総人口 90,206人（−143人）
　男　性 43,831人（− 77人）
　女　性 46,375人（− 66人）
■世帯数 46,291世帯（− 44世帯）

　このコーナーでは、古くから本市の各地域に伝
えられ、保存・継承されている郷土芸能を紹介し
ます。
　１回目は市の民俗文化財に指定されている里
地域のさっこら踊り。
　さっこら踊りは、昭和 57 年に里村の無形民俗
文化財に指定され、江戸時代中期以降から農民の
踊りとして踊られてきたといわれています。心中
を題材にした内容と雨乞いの２種からなる歌、刃
物で切ったような踊りで構成され、初盆の家々で
慰霊と供養をして踊っていた他、「雨乞い」の行事
としても踊られています。 

▲さっこら踊りの様子

2
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税の納期（4月分）
税　目 納期限

固定資産税１期 4月30日（水）

▲視聴はこちら

薩摩川内薩摩川内
  郷土芸能  郷土芸能をを知る知る

�vol.1
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▲ 竹紙100ノート（中越パルプ工業㈱川内工場提供）
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摩
川
内
市
神
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号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
85 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
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ナ
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電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2025.4月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などを募集しています。住所、氏名、年齢、連絡先、
ペンネームを明記の上、はがき、封書、メールで投稿く
ださい。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート（Ａ５版）をプレゼント
します。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和７年
4月30日（水）消印有効
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※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4123）
　　　　　　　　 koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 4 月 30 日（水）消印有効【締切】 4 月 30 日（水）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「こしき麦

むぎ

工
こう

房
ぼう

フィーカ」の焼き菓子セットを５人にプレゼ
ント。
　人気のパンは手作りのカスタードがたっぷり入ったク
リームパンやサクサクふわふわのメロンパン。パンだけで
なく、シュークリームやプリンもおすすめです！１週間前
までの予約で、ホールケーキも購入することができます。

こしき麦工房 フィーカ
住  上甑町中甑 334 番地
営  金、土曜日　10 時～
※完売次第終了

 09969（2）1188

▲Ｘ

こしき麦工房 フィーカ

●●

●●

中津小学校中津小学校

●●
中央消防署
上甑分駐所
中央消防署
上甑分駐所

●●
北薩地域振興局
甑島支所
北薩地域振興局
甑島支所

中津幼稚園中津幼稚園
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ボ
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我
が
家
に
は
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
子

ど
も
が
い
ま
す
。
そ
の
子
が
公
園
の
遊
具
で

遊
ん
で
い
る
と
、
突
然「
グ
ッ
ド
ボ
タ
ン
指

が
痛
い
」と
叫
び
出
し
ま
し
た
。

　
私
が
不
思
議
そ
う
に
し
て
い
る
と
、
子
ど

も
が
親
指
を
突
き
出
し
て
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
は「
大
丈
夫
」よ
り
先
に
、「
う
ま
い
」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
Ｙユ

ー
ｏ
ｕ
Ｔチ

ュ

ー

ブ

ｕ
ｂ
ｅ
に
出
て
く
る「

（
グ
ッ
ド
ボ
タ
ン
）」。
最
近
の
子
ど
も
の
発

想
だ
な
と
思
い
つ
つ
、
改
め
て
私
の
子
ど
も

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

や
っ
ほ
ー

楽
し
い
時
間

　
私
の
趣
味
の
１
つ
に
ジ
ャ
ム
作
り
が
あ
り

ま
す
。
１
月
の
サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
に
始
ま
っ
て
、

梅
、夏
ミ
カ
ン
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
続
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
は
年
明
け
早
々
に
体
調
を

崩
し
、
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
年
は
、体
調
が
回
復
し
て
、早
速
サ
ワ
ー

ポ
メ
ロ
ジ
ャ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　「
今
度
は
梅
ジ
ャ
ム
」と
、
庭
の
梅
の
つ
ぼ

み
を
見
る
た
び
に
、「
た
く
さ
ん
実
を
付
け

て
ね
」と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
耳（
61
歳
）

息
子
の
ハ
ン
バ
ー
グ

　
私
に
は
、
昨
年
の
春
か
ら
進
学
の
た
め
に

県
外
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
息
子
が
い

ま
す
。
あ
る
時
、
私
が
息
子
の
家
に
泊
ま
ら

せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
泊
ま
る
３
日
前
、
息
子
か
ら「
当
日
の
夕

食
は
僕
が
作
り
ま
す
」と
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
驚
き
つ
つ
、
当
日
訪
ね
る
と
、
息

子
は「
今
か
ら
作
る
か
ら
待
っ
て
て
」と
言
い
、

２
時
間
か
け
て
ハ
ン
バ
ー
グ
や
グ
ラ
タ
ン
な

ど
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
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初
め
て
作
っ
た
と
い
う
ハ
ン
バ
ー
グ
は
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
18
年
間
、親
子
げ
ん
か
を

何
度
も
し
ま
し
た
が
、親
元
を
離
れ
、頑
張
っ
て

い
る
優
し
い
息
子
に
感
謝
し
た
出
来
事
で
し
た
。

り
か
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つ
も
春

　
春
が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の
頃
。
で
も
、

私
の
心
は
い
つ
も
春
。
そ
れ
は
、「
ハ
ル
」と

い
う
名
の
か
わ
い
い
犬
と
暮
ら
し
て
い
る
か

ら
。

　
ふ
わ
ふ
わ
の
ハ
ル
を
抱
っ
こ
す
れ
ば
、
心

も
ぬ
く
ぬ
く
。
い
ろ
い
ろ
話
し
か
け
て
も
、

ク
リ
ク
リ
目
玉
で
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
る
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
も
大
好
き
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
幸
せ
な
日
々
で
す
。
ハ
ル
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。

ワ
ン
だ
ふ
る
お
ば
さ
ん
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薩摩川内市
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　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922番地
　　　　　　  09969（3）2311   09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457番地10
　　　　　　  09969（4）2211   09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819番地
　　　　　　  09969（7）0311   09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031番地1
　　　　　　  0996（22）0119   0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22番10号
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■
　

広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

　甑島国定公園指定 10 周年の年にオープンした「甑ミュージア

ム」。そこで今月は、展示している化石や標本を組み写真にして

表紙にしました。

　「キジカケル突撃レポート！」では、キジカケルくんと一緒に山

下学芸員に甑ミュージアムの魅力をたくさん聞くことができま

した。今回の広報紙だけでは伝えきれないこともたくさんありま

すので、ぜひ実際に見て、その迫力を体感してください。

　甑ミュージアムへの道中でも恐竜たちがお出迎えしています。

ぜひ恐竜たちに会いに行ってみてはいかがでしょうか。

◎今月の表紙

Ｐ２
Ｐ７
Ｐ８
Ｐ９

Ｐ10
Ｐ12
Ｐ13

Ｐ14
Ｐ15
Ｐ16
Ｐ18
Ｐ19
Ｐ24
Ｐ26

キジカケル突撃レポート！
私のFood記
施政方針の概要
甑島国定公園10周年　こしきのひととき／
市政情報をより分かりやすく／
市公式ＳＮＳの登録はお済みですか？
市民大学（公民館講座）前期講座のご案内
公民館自主学級生を募集します
ＳＮＳなどでのトラブルに気を付けて！／
一人で悩まず、ご相談ください。生活困窮者の自立を支援します。
受診料無料！健康診断を実施します！
人間ドックの検査料を補助します
「創業の夢」叶えてみませんか？
まちの話題
情報掲示板
薩摩川内　郷土芸能を知る／うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

＜目　次＞

担当者の声

皆 さんは甑島に行ったことはありますか？
　私が初めて行ったのは小学校高学年のときの遠足

で、わくわくしながら高速船に乗ったことを覚えています。
50分の船旅のあとは、どこに行ったかはよく覚えていない
のですが、長目の浜展望所に行ったことは確かです（笑）。長
さ約４kmにわたって続く砂州は壮大で、絶景でした。長目
の浜は、島

しま

津
づ

光
みつ

久
ひさ

公が巡視の際に「眺めの浜」と命名し、その
景観を褒めたことが名前の由来といわれているそうです。
　また、当時はまだ甑大橋が開通しておらず、下甑島まで行
くことはできませんでしたが、鳥ノ巣山展望所やナポレオン
岩などの観光スポットがたくさんあります。今回の「キジカ
ケル突撃レポート！」で紹介した甑ミュージアムも里港から
甑大橋を渡って行くことができますので、甑島の魅力をぜひ
体感してみてください！　　　　　　　　　　　　　（田原）
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申込・問合先／広告代理店：㈱ジチタイアド　　092（716）1404 広告
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